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1910年と南方熊楠と生態智
鎌田東二（京都大学こころの未来研究センター）
1，一九一○年の南方熊楠～ハレー彗星インパクトあるいは一九一○年問題
南方熊楠を一九一○年(明治四十三年)という時間軸で一コマショットのように切り取ってみよう。
すると､その年に､彼がどんなアクションをしたかが､コマ撮りのように印象深く見えてくるだろう。
この年、南方熊楠は、激烈な神社合祀反対運動を展開して田辺警察署にぶちこまれた1．政府の命
じた神社合祀運動を積極的に進める和歌山県県吏田村和夫に面会を求め､会場となっていた田辺中学
校講堂に「家宅新侵入」して操み合いになり、取り押さえられ､十八日間も留置所に入れられて拘留・
訊問されたからである｡その真剣ではあるが､いささか滑稽な南方熊楠像が鮮明に映し出されてくる。
なぜ南方はそのようなエキセントリックな行為に及んだのだろうか？
唐突に思えるだろうが、わたしは、その彼の思い詰めた行動にはハレー彗星の影響が幾分かあった
と考えるものである。
この年、一九一○年五月一九日、地球にハレー彗星が最接近した。その時、世界中で地球滅亡が噂
され、パニックとも珍現象ともいえる動きが起こった。その直後に、柳田國男は『遠野物語』を出版
し、同年八月に南方熊楠は神社合祀反対運動を展開して留置場にぶち込まれ、福来友吉は透視実験を
試みた「千里眼事件」によって東京帝国大学心理学科を追われ、夏目漱石は『門』の連載を進め、柳
宗悦は『白樺』にテレパシーなどの現象を攻究する「新しき科学」と題する論考を発表し、京都帝国
大学助教授となった西田幾多郎が翌一九一一年一月に『善の研究』を上梓した。
この一九一○年の激震・激動を、わたしは「一九一○年問題」とか「ハレー彗星インパクト」と呼
んでいる。この時初めて、地球史的危機が世界的な規模で意識化されたと考えているので、この年を
他の年とは異なった異様性を持った年として位置づけたいのである。その他の年との大きな違いもし
くは特徴は、今日で言う「環境問題」の浮上であった。
この時、「エコロギー」なるイギリス仕込みの新学問を引っ提げて神社合祀反対運動を展開したの
が南方熊楠であったが、その南方の思想と実践をその時代の思想と文化運動の文脈の中で捉え直し、
今ここに突き刺さってくるメッセージとして読み解いてみたい。
さて、一九一○年五月一九日、地球にハレー彗星が最接近した時の様子をもう少しクローズアップ
して見てみよう。この時、前年から世界中で地球滅亡が噂され、パニックとも珍現象ともいえる動き
が起こっていた。
わたしの考えでは、一九一○年は世界史のターニングポイントとなった記念すべき年である。その
1鎌田東二「南方熊楠と神社合祀反対運動」（環栄賢・荒俣宏編『南方熊楠の図譜』所収、青弓社、一九九一年)。
鎌田東二『翁童のコスモロジー一一翁童論Ⅳ』新曜社、二○○○年
3
｢エコ・フイロソフイ」研究VOl.7別冊シンポジウム・研究会編
年、地球上に初めて世界同時性の意識と地球史的危機意識が芽生え始めたといえるからだ。そしてそ
の意識を浮上させたのがハレー彗星の到来であった｡ハレー彗星の出現が世界中に騒動が巻き起こし
たのである。
ヨーロッパでは、終末論的な破局がやってくるとまことしやかに語られた。有毒ガスを含んだ尾が
地球を包み、生物は全滅すると噂され、パニックが起こった。尾に含まれた大量の水素が地球上で大
爆発を起こすと信じられ、地下室にこもったり、郊外に逃げ出す人が続出したのだ。日本では、彗星
到来時には清浄な酸素を吸収することができないので､洗面器に水を張って長く息を止める練習をす
る人のことなどが報道され、岐阜県では自殺者まで出ている。
五月一九日付けの東京日日新聞には、「支那では爆竹で彗星を驚かして退散せしめるという奇抜な
呪（まじない）があるようだが、米国ではハレー彗星が地球と衝突した場合、その厄を逃るるには、
地中に潜っているが一番安全だといって、五六日前から穴居を始めた人があるそうだ。また、日本に
も二三日前のこと、日向国延岡町の渡辺某妻は、十九日ハレー彗星が地球と衝突すると下界の人間は
皆打殺されるという例の風説を信じて、逆上のあまり卒倒して遂に彼の世の人となった」との記事が
載せられている。
また、東京朝日新聞では、ハレー彗星が接近してくるほぼ一ケ月前の四月二三日からほぼ毎日のよ
うに、この「千載一遇の大事件」であるハレー彗星についての特集記事が掲載されている。その中に
次のような一節がある。
「仏国のフレンマリオン博士其他の説に依れば、此尾が地球を包む結果として地球の人類に大なる
危害を及ぼす虞があると云ふことだ。果して然らば、今から二十幾日後の現象を考へると、実に恐怖
と震骸に堪へない次第で、これこそ誠に人生に取って非常の一大事件と云はねばならぬ。（中略）（フ
レンマリオン博士の）其言説とは、『ハリー彗星が太陽面を通過する時に地球と彼との距離は千五百
万里を越えない。然るに、其尾の長さは二千万里、乃至三千五百万里の筈であるから、之に依って我
地球が包まる坐ことは、勢ひの免れ難い所である』と云ふのだ。（中略）フ博士（フレンマリオン博
士）は更に進んで、『此尾の中に含まる坐水素が地球の空気の中に存在する酸素と化合すれば、人類
は皆窒息して死滅するであらう。若し又、此反対に、空中の窒素が減ずる場合には、人類は勢ひ無我
夢中に狂喜して踊ったり跳ねたりして、遂には矢張り死滅せねばならぬ筈だ』と述べた｡」
この記事に出てくる「フレンマリオン博士」とは、ニコラ・カミーユ・フラマリオン
(Flammarion,NicolasCamme,一八四二～一九二五年）のことである。フラマリオンは、フラン
ス天文学会を創設して初代会長に就任したほどの著名な天文学者で､火星の観測から火星には海と運
河があり、地球人よりも進んだ火星人が住んでいると主張した人物でもある。そのフレンマリオン博
士がハレー彗星到来による人類滅亡説を主張したのだから騒然となるのもしかたないだろう。
そして、この二○年ほど前から一○年前までの一八九○年代に、ロンドンで最新の「科学」や人類
学や民俗学を学んでいた南方熊楠がこの動きに注目しないわけがない｡彼はいっそうの危機感を持つ
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て、日本列島で進行しつつある「神社合祀」という政府や地方行政の愚かな政策を叩き潰さなければ
ならないと本気で対処していたのである。もちろん、南方が捕まった八月には、ハレー彗星による地
球破滅の危機は脱していたけれども。
この「人類死滅」が予測された明治四三年、すなわち一九一○年の動きのいくつかを時系列に沿っ
てもう少し解像度を上げつつコマ撮りしておこう。
①二月一○日以降、東京帝国大学文学部心理学助教授・福来友吉が透視実験を始める。
②四月一日､柳宗悦、武者小路実篤や志賀直哉らとともに「白樺」派を旗揚げする。
③四月二五日に東京帝国大学内で、同年二月に熊本で行った「千里眼」の持ち主．御船千鶴子の
透視実験の報告をし、話題を呼ぶ。
④五月一九日、ハレー彗星が最接近。
⑤五月二五日、大逆事件が起こり、検挙が始まり、六月一日、幸徳秋水らが明治天皇暗殺計画の
容疑で逮捕され、処刑される。
⑥六月一四日、柳田國男が『遠野物語』を出版し､新渡戸稲造､牧口常三郎らとともに｢郷士会」
を発足させる。
⑦八月二一日、南方熊楠が神社合祀反対運動により逮捕される。
⑧八月二二日、韓国併合条約が締結される。
⑨八月二四日、夏目漱石、伊豆の修禅寺で大喀血、大病を患う。喀血前後にウイリアム．ジェー
ムズの遺著となる『多元的宇宙』を読破。
⑩八月二六日、アメリカの心理学者ウィリアム・ジェームズ死去（享年六八歳）
⑪八月三一日、学習院の教師であった西田幾多郎が京都帝国大学文科大学助教授に就任し、倫理
学を担当する。
⑫九月一日と一○月一日、学習院高等部で西田幾多郎や鈴木大拙の教え子であった柳宗悦が『白
樺』第一巻六号・七号に心霊科学研究の論文「新しき科学」を発表する。
⑬同月、東京帝国大学で、御船千鶴子による福来友吉の透視実験が行われる。
⑭同時期に、高橋五郎『心霊万能論』、ブラヴァツキー『霊智学概説』E･S･ステイヴンソン．
宇高兵作共訳、スエーデンボルグ『天界と地獄』鈴木大拙訳、など、心霊研究書の出版が目白
押しとなる。
⑮一一月二○日、ロシアの文豪レフ・トルストイ死去（享年八二歳）
⑯一二月柳田國男『時代卜農政』を出版する。この頃、柳田國男は、新渡戸稲造、牧口常三郎
らとともに「郷士会」を発足させる。
⑰一九一一年（明治四四年）一月一八日大審院が幸徳秋水ら二四人に死刑判決を下す。一月二
四日幸徳秋水ら一一人を死刑執行。一月二五日管野スガ、死刑執行
⑱一月三一日西田幾多郎の『善の研究』が出版される。
5
｢エコ・フィロソフィ」研究Vbl.7別冊シンポジウム・研究会編
⑲同月、福来友吉の透視実験を詐欺呼ばわりされ、御船千鶴子は服毒自殺し、「念写」実験の協
力者の長尾郁子も病死し、大正二年、福来友吉は東京帝国大学助教授を休職（辞職）する。
繰り返し注意を喚起しておきたいのは、この時、ハレー彗星の影響によって地球規模の気象変化が
どのように起こるのかほとんど誰しもまったく正確な予測ができなかったことと、それがゆえに、
いっそう、地球と生命の危機と破滅が強く意識せられ、世界同時性＝地球的同時性を持った地球史的
危機が認識され始めたことである。この時、一九世紀以来の西欧諸国による植民地支配、通信・交通
網の整備、新聞雑誌等の大衆メディアの隆盛によって、ハレー彗星到来問題は全地球的な問題となっ
た。ここで初めて、地球という惑星の中で、「世界は一つ」とか「惑星的運命共同体」という認識が
リアリティを持ち始めたのだ。そのような次第で、わたしはこの年の大変化を「ハレー彗星インパク
ト」とか「一九一○年問題」と呼んでいるのである。
2，一八六七年から一九一○年までの南方熊楠～本草学＝生態学と心の理論としての心理学
それでは、次に、もう少し時間軸を過去に遡らせて、南方熊楠の誕生から一九一○年までの動きを
重ね撮りしてみよう。そして、熊楠にとっての「環境問題」の認識が、「曼陀羅」などの伝統的な真
言密教の宇宙観の素養とロンドンで学んだ最新の「生態学(ecology)」との統合されたものであっ
たことを指摘したい。
南方熊楠は慶応三年（一八六七年）、江戸時代の最後の年に、徳川御三家の一つ、紀州藩（和歌山
県和歌山市）の城下町に生まれた。南方は子供の頃から植物や昆虫に異様な興味を持ち、近所の家に
所蔵されていた『和漢三才図絵』を書き写したほどで、そのあまりの熱心さに父親が学問をすること
を認めざるを得なかったという。
南方家の菩提寺は真義真言宗根来派の末寺・延命院（通称「赤門寺」）であるが、そこには南方熊
楠の分骨が納められ、本骨は終の棲家となった和歌山県田辺市の高山寺（真言宗御室派）に納骨され
ている。ちなみに、田辺の高山寺の南方熊楠の墓のすぐ隣には合気道の開祖植芝盛平の墓がある。田
辺湾を望み見ることのできる高台にある高山寺の墓地に、二人の墓が並んである風景は微笑ましくも、
予言的である、
幼少期の教育環境について、熊楠は次のように記している。「（父母は）地蔵の和讃、大日真言な
どを聞かせて育てたり。この和讃、この真言のかたことばかりの中に、在英の現在の金粟如来は生ま
れたるなり。」2．この頃、伊達神社の倉田神官や、提燈屋の亭主の国学者や、学識ある薬屋の坂上
隠居らに、毎日曜日に「心学」を学んでいたという。
その後、熊楠は、一八七九年（明治一二年）和歌山中学校に入学し、そこで、生物学や天文学や和
2本稿における南方熊楠の文章の引用は、『南方熊楠全集』第七巻、第八巻に拠った。平凡社、一九七二年
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歌や漢籍や英語など、大変広範な学識を持つ博物学者の鳥山啓（ルビ：ひらく）の多大な影響を受
けた。鳥山啓は、『変異弁一天変地異拾遺』（一八七三年）を始め、『異変弁動物図彙』『木水魚譜』
『植物図彙』などの図鑑を著すと同時に、「軍艦マーチ」の作詞者としても知られている。ここで、
熊楠は事物の観察のなにものであるか、なにごとであるかを実地で学びとり、それが彼の生涯の学問
の基軸となった。
一八八四年（明治一七年）、熊楠は上京して共立学校で英語を学び東京大学予備門に入学する。だ
が、ノイローゼとなり、中退する。その時のことを、熊楠は脳漿を患ったと記している。その時の同
期生には、夏目漱石や正岡子規や秋山真之、芳賀矢一、山田美妙、本多光太郎や、後に明治政府が「神
社合祀令」を発布した時の内務省神社局長の地位に就いた水野錬太郎など、実に興味深い面々がいた
が、もちろん、彼らが後年どのような活躍をするか、知る由もなかった。また、同級の彼らにとって
も熊楠がどのような人物として成長を遂げるのか、まったく予測できなかったに違いない。
こうして、東京大学予備門を中退した熊楠は、一八八六年（明治一九年）、渡米する。そこからの
振る舞いが熊楠らしいのだが、サーカス団に入ったり、巡業したりしてアメリカ合衆国内や中南米の
島々を旅して回ったが、一八九二年（明治二五年）イギリスに渡って、ロンドンに住み着いた。そし
て、大英図書館に通い詰めて、猛烈な勉強を開始し、科学雑誌『Nature』に「東洋の星座」や「ミツ
バチとジガバチに関する東洋の見解」や「栂印考」などの論考を投稿し掲載される。東洋人として初
めての論文掲載となる特筆すべき快挙であった。
この頃、大英博物館で図書目録編纂係となり、考古学や人類学の文献を抜書きし、南方版百科全書
ともいうべき私家版の『南方抜書』を作成しているのだが、これまた猛烈なる異様な抜書きで、その
勉学ぶりが半端でないことがよくわかる。
熊楠のロンドン生活で、もう一つ特筆すべき事態がある。一八九三年(明治二六年)一○月三○日、
ロンドンで土宜法竜（後の高野山真言宗管長）と出会ったことである。士宜法竜は同年、シカゴで行
われた万国宗教大会に鎌倉円覚寺の釈宗演らとともに日本代表として参加し、その後ロンドンとパリ
に立ち寄り帰国することになるが、ロンドン滞在はわずか数日であったにもかかわらず、その出会い
と議論が強烈であったのか､その後の土宜法竜と熊楠との間にこれまた半端ではない頻繁という以上
に異様なほどの多くの書簡のやり取りが始まる。おそらく熊楠の強烈な手紙を受け取った土宜法竜も
ほとほと困ったことであろう。それは一九一○年に起きた「ハレー彗星の到来」にも似た事態であっ
た。もちろんその時に「ハレー彗星」とは強烈な毒ガスの破壊力を持つと怖れられた彗星・南方熊楠
であったろう。
この熊楠と土宜法竜との間で発生した膨大な書簡の中で､真言密教と当時のロンドンで大流行して
いた心霊研究やオカルティズムやスピリチュアリズムが激突し、それによって熊楠独自のマンダラ的
世界認識が作り上げられれていったことになる。ここで、ロンドンでの滞在が一年ほどになる熊楠は、
西洋のオカルテイズムとかシャーマニズムとか心霊研究などは日本の密教に比べるとそれほど大し
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たものではないと主張している。たとえば､一八九三年一二月二一日、南方熊楠は土宜法竜に、「オッ
カルチズムのことは、仁者（引用者注一士宜法竜のこと）これを何の用に供するを言わず。（中略）
オッカルチズムのことたる、別に立派なものにあらず。一体日本にも巫頚などいうは、士君子たるも
のの正しきこととせぬことなり。仁者のこれを調べんとするは、西洋にかかるもの多く、言を仏教な
どに託するを聞いて､もし真に然らぱこれを仏教の助けとなさんとせられしことと小生は思えり。（中
略）またわけも分からざるオッカルチズムぐらいのことで（中略）シャマニズムは、仏教の至ってい
ちぶれたるものとも、また大乗の『礒伽論』の原をなせりとも申す」と書き送っている。
ここで熊楠は、西洋の「オッカルチズム」（オカルテイズム）などはさほど大したものではない、
それは日本の「巫蜆」すなわちシャーマニズム的な現象と変わらぬもので、それは仏教の落ちぶれた
ものであり、また大乗仏教の唯識派のヨーガ的な行法の元をなすものともいえると述べている。
注意したいのは、熊楠が一方では「オッカルチズム」を「シャマニズム」のような落ちぶれたもの
と幾分否定的に言いつつも、もう一方でそれがヨーガ的唯識説の元をなすものだとも評価しているよ
うに見える点である｡そしてさらに注目すべきは､翌一八九四年三月一九日付けの士宜法竜宛書簡で、
その「琉伽」をキリスト教のグノーシス主義に比している点である。「作、琉伽を学ばんとならば、
耶蘇教のGnosticismを見よ。これ今はほとんど全滅せしが、書はあるなり。『大日経』ともいうべ
き大著述もあり。例の握造握造といわる、されど何しろ玄妙なものなり。五智如来の配置にはなはだ
似たることもあり。いろいろの秘密法あるなり。」
一八九四年当時に、古代キリスト教最大の異端とされたグノーシス主義をこのような観点から評価
している熊楠の知識とその慧眼に驚かされる。しかも、「提造」文書と言われるグノーシス主義に実
に「玄妙なもの」である『大日経』のような大著があり、そこには、『大日経』に説かれる五智五仏
の叡智のはたらきや密教修法のような「秘密法」があると述べているところにも驚かされる。いった
い熊楠は、このようなグノーシス主義についての知見を、その熊楠が滞在する前にロンドンで話題に
なっていたマダム・ブラヴァツキーの「神智学」の文研から得たのではないかと思う。
いずれにせよ、熊楠がキリスト教神秘主義のグノーシス主義とユダヤ教神秘主義のカバラに一定の
評価を与えているところに､熊楠において思考や宗教の先行モデルとも範型ともなっていたのが真言
密教であったことがよくわかる。熊楠は日本および東洋の「密教」を判断軸として、グノーシス主義
とカバラに一定の評価を与え、オカルテイズムやシャーマニズムやブラヴァツキーに対しては、日本
の古典の『古今著聞集』や『今昔物語』を判断軸として低い評価しか与えていない。
真言密教の思想と後年の熊楠的｢環境問題｣や生態学的認識を考える上での接点を指摘しておこう。
熊楠は一八九四年三月二四日付け士宜法竜宛書簡の中で､「この世界のことは決して不二ならず〔一
つではない、一つとして同じものはない〕、森羅万象すなわち曼茶羅なり。その曼陀羅力を応用する
の法およびその法あるべき理論を精述するなり。むやみに未熟で世に出すときは大害を生ずるものゆ
え、まず仁者に真言として伝えんと思うなり。事実の条述は大抵左のごとし。（一）箇人心は単一に
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あらず、複心なり。すなわち一人の心は一にあらずして、数心が集まりたるものなり。この数心常に
かわりゆく、またかわりながら以前の心の項要を印し留めゆく（このことは予実見せしことなり）。
（二）しかるに、複心なる以上はその数心みな死後に留まらず。しかしながら、またみな一時に滅せ
ず、多少はのこる（予は永留の部分ありと信ず）。（三）右を実証す。（四）天才(genius)のこと。
坐禅などはこの天才を酒養する法なり。しかるに、なにか大胆になるとか不平をしのぐとか心得は残
念なり。不意に妙想出で、また夢に霊魂等のことあり。これ今日活動する上層の心機の下に、潜思陰
慮する自心不覚識（アラヤ）の妙見をいう。（五）静的神通（遠きことを見る、聞く等なり）。（六）
幽霊。（七）動的神通（遠きことを手でかきまねで示す等なり。南方金粟如来の秘密事なり）。（八）
入定。（九）実用。（十）教用。（十一）真言宗向来の意見。」と書き送っている。
ここで熊楠は、「森羅万象」が「曼茶羅」であること、そしてその「曼陀羅力」の応用法を秘密の
「真言」として伝えるとその意気込みを士宜法竜に向かって述べていることに注目したい。「森羅万
象」が「曼陀羅｣であるとは、それらがみな相互に関係し合い、入り組み合っているということの認
識であって、後年の生態学的(ecological)な認識の下地となるものである。
熊楠は「森羅万象＝曼陀羅論」に加えて、①複心論、②数心の死後の存続、③その実証、④天才お
よび天才酒養法あるいは潜在意識論、⑤透視やテレパシーなどの静的な神通力、⑥幽霊、⑦テレポー
ト（物体移動）などの動的な神通力、⑧（弘法大師空海の死も含む）入定という死のありようについ
て、⑨密教の実用（事相・実践）、⑩教相（教学・理論）、⑪真言宗に対する熊楠のこれまでの意見
の一一種を挙げている。
このように、南方熊楠は土宜法竜という密教の練達の士を得て、溢れるように彼の密教観と学問観
を書き送ったのである。そこに、後年の「環境問題」への関心と認識の胚芽が真言密教の再布置を通
して浮上しつつあることを読み取ることができる。
それでは、南方熊楠にとって、思考の基軸に置かれることになる真言密教とはどのようなもので
あったのか。帰国後三年ほど経って、那智山中に篭っている熊楠から高野にいる士宜法竜に宛てた書
簡から探ってみよう。
「ここに一言す。不思議ということあり。事不思議あり。物不思議あり。心不思議あり。理不思議あ
り。大日如来の大不思議あり。予は、今日の科学は物不思議をばあらかた片づけ、その順序だけざっ
と立てならべ得たることと思う。…（中略）”･心不思議は、心理学というものあれど、これは脳とか
諸感覚とかを離れずに研究中ゆえ、物不思議をはなれず。したがって、心ばかりの不思議の学という
もの今はなし、またはいまだなし。次に事不思議は、数学のひと一事、精綴を究めたり、また今も進
行しおれり。…（中略）…。（ヌ）ごときに至りては、人間の今日の推理の及ぶべき事理の一切の境
の中で、（この図に現ずるを左様のものとして）（オ）（ワ）の二点で、かすかに触れおるのみ。（ル）
ごときは、あたかも天文学上ある大彗星の軌道のごとく（オ）（ワ）の二点で人間の知りうる事理に
ふれおる（ヌ）、その（ヌ）と少しも触るるところないが、近処にある理由をもって、多少の影響を
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及ぼすなにか一切ありそうなと思う事理の外に、どうやら（ル）なる事理がありそうに思わるという
ぐらいのこと想像しうるなり。…（中略）…。さてこれら、ついには可知の理の外に横たわりて、今
少しく眼鏡を（この画を）広くして、いずれにかて（オ）（ワ）ごとく触れた点を求めねば、到底追
蹴に手がかりなきながら、（ヌ）と近いから多少の影響より、どうやらこんなものがなくてかなわぬ
と想わるる（ル）ごときが、一切の分かり、知りうべき性の理に対する理不思議なり。さてすべて画
にあらわれし外に何があるか、それこそ、大日、本来の大不思議なり。（中略）図中（イ）のごとき
は、諸事理の革点」。
このよく知られている書簡の中で、熊楠は、①事不思議、②物不思議、③心不思議、④理不思議、
⑤大日如来の大不思議の五種の「不思議」を弁別している。この内、「物不思議」を物理学、「心不
思議」を心理学、「理不思議」を数学に比定している。しかし、これらの四不思議を超える第五番目
の「不思議」がある。それが「大日如来の不思議」であると主張する。この「大日如来」とはもちろ
ん真言密教の根本仏であり「法身」である。この熊楠の五不思議論には､法身仏の思想基盤として『華
厳経』の理事無碍法界論があり、真言密教の胎蔵曼茶羅と金剛界曼茶羅および事相（修法・実践）と
教相（教学・理論）の理論があった。こうした華厳哲学や密教教理を判断基軸として、熊楠は「五不
思議」の中に「大日如来の不思議」世界を位置づけているのである。
熊楠はこの書簡の中で、熊楠用語のキーワードとしてしばしば取り上げられることになる「華点」
に言及し、それを図化している。熊楠はいわゆる合理的知性で測り得る「理不思議」の「その外」に、
「大日、本来の大不思議｣の世界が存在することを表わす直線を引いている。つまり、熊楠はこの｢理
不思議」の「外」に、無方広大なる「大日、本来の大不思議」の世界を想定できる想像力と思考の軸
を持っているということである。この存在世界認識に注意したい。科学の「理」は、そうした存在世
界の一部分を切り取るための方法にすぎないということ、そのことを、熊楠は骨身に沁みて理解して
いる。しかし、それを超える理外の不思議があることの不思議さが彼の曼陀羅論や環境理論に組み込
まれてくるのである。
次に、熊楠の「環境問題」である「神社合祀反対運動」について見ていこう。
その前に指摘しておきたいのは、熊楠には「畔支仏・縁覚・独覚」といういわゆる小乗仏教的な自
己認識と「金粟如来」の化身とか「今弘法様」という密教的自己認識があったが、同時に「藤白王子
の老樟木の申し子」という神道的な自己認識もあった点である。熊楠は、亡くなる二年前の一九三九
年（昭和一四年）三月一○日、土宜法竜の弟子の水原堯栄に宛てて、「小生は藤白王子の老樟木の申
し子なり」と書き送っているのだ。
この「藤白王子」とは、和歌山県海南市にある、境内に楠の巨木を持つ神社で、九十九王子の中で
特に「五体王子」と呼ばれた別格王子社の一社である。「藤代王子」とか、「藤代神社」とか「藤白権
現」とか「藤白若一王子権現」とも呼ばれているが、要するに、熊野参詣道（熊野古道）の入り口に
位置する由緒のある神社である。ここの神社の摂末社が楠社であるが、熊楠はこの「藤白王子」社の
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宮司に名前を付けてもらった。そこで、「楠」に対しても、「熊」野に対しても、特別の思いが熊楠の
中にはあったわけである。その上に、熊楠の父祖が和歌山県日高郡出身で、神社合祀で廃止されそう
になっているその地の「大山神社」に特別の思いがあった。そのような「熊楠」感覚と神社感覚と密
教感覚がないまぜになったところに、熊楠の「環境問題」の「深さ」があった。
神仏習合的熊野密教と楠。これこそ「南方熊楠」というマンダラ的存在の立脚点であった。南方熊
楠の生命研究（植物学）と民俗学（人間生活学）と神社合祀反対運動との接合点は、熊楠の神仏習合
マンダラ的密教理解と藤白神社に対する深い思いを基盤として支えられていた。
そもそも、熊楠が逮捕されることになった経緯も、「大山神社」を合祀して取り潰そうとしている
県吏の田村和夫に抗議するためであった。その時の大立ち回りを当時の地元紙の『牟婁新報』（明治
四十三年．一九一○年八月二十四日付け）は面白おかしぐ次のように報じている。熊楠は、同紙の主
筆の毛利清雅（柴庵）に、「ドウモ県庁では大山神社を潰す気と見へる。合祀好きの田村和夫も来て
居るといふが、吾輩は今酔ふて居るから午後まで一息寝て、酒の酔ひが醒めてから会ふて見やうと思
ふが、君は紹介して呉れるか、－処に往て呉れるか」と頼んだものの、家に帰って「一息寝」ること
もなく、さらに酒屋で酒を岬ってそのまま田辺中学校講堂に乱入したのである。その顛末は、「誰ぞ
と見れば、世界の大学者として知られたる我南方熊楠先生也。エイッと一声、手にせる信玄袋を場内
に投げ付け、椅子に手を懸けんとする所を、藤田技手飛びかかりてこれをささえ、山本助役、朝比奈
署長其他七、八名がかりにて控室に連れ出せしが、此日先生は朝来ビールを二拾本ばかりも傾けし由
にて非常の大酩酊、高声にて『田村に面会に来たのをナゼとめるか』、『神社を破壊することはケシ
からぬ』などと叫び、強力無双の双腕を揮って寄りくる面々を溌ね退け突き飛ばす勢ひに、一同大に
持余ませしが、老練さる朝比奈署長はナダめすかしつ、本社の柴庵と共に先生を護送せり。」という
ありさまであった。
滑稽かつ真剣なる事態であったが、ここで直接的な動機として、合祀によって「大山神社を潰す」
ことに対する激しい反対と抗議の思いからこのような直接行動に及んだことに注目したい。
それでは、この「大山神社」とはいかなる神社であったのか？
大山神社は大山祇命を主祭神として祀る日高郡内の神社で､秀麗な神奈備型の円錐形をした｢大山」
の中腹に鎮座していた。この大山神社は熊楠らの激烈な合祀反対運動で、しばらく合祀することが見
合されていたが、大正二年（一九一三年）一○月に土生八幡神社に合祀され、熊楠は激怒することに
なる。
その大山神社のことを、熊楠は複数の関係者に次のように書き送っている。まず、明治四十二年十
二月七日付けの従弟の古田幸吉宛て書簡には、「大山神社を再興せし宮所氏は我等御同前の祖母の出
たる家の由、尊父善兵衛氏より承り居り候。」と書き送っている。その翌年の明治四十三年四月三日
付けの『牟婁新報」の「一杉日高郡長宛書簡」と題する熊楠の投稿記事には、「大山神社は、小生外
祖母（亡父の母、但し小生亡父は向畑氏に生れながら、和歌山の南方の家に養嗣となり、小生共を生
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み候故、ここには外祖母と申し候）の生家宮所氏が文亀年間再興致してより四百余年に相成り、古へ
に社人十二家有之、浅野氏、徳川氏藩主たる間、篤く崇敬され、殊に徳川吉宗公幼年の時、庖瘡の祈
願の験著しかりし故を以て、公、征夷大将軍と成るに及び、年々神饅料として米十二石を寄せられ候
ひき。」と記している。
さらにその翌年の明治四十四年五月二十五日付けの柳田國男宛て書簡には、「小生の祖先が四百年
来奉仕し来たれる大山神社（中略）も、今にその材木を利とし合祀を逼（せま）られおり、村民いず
れも愚にして目前の利欲に目がくれ､小生の従弟等わずかに五戸を除くのほかは､合祀合祀と賛動し、
小生一族は僅々の人数にてこれに抵抗し、今日まで無難に保留したれども、今秋までに是非つぶし見
んなどと、日高郡吏等いきまきおる由。かかる郡吏を放縦ならしむるは、祖先崇拝を主張する政府の
真意にあらざること万万にて、あまりに大勢大勢いうて何が大勢やら、ただただ衆愚の目前の利欲を
のみ標準とし往くも、国家独立の精神を養う所以にあらざるくしと思ふ。（目前の利欲に目がくれ、
祖先以来崇敬し来たれる古社を潰して快とするやうなものは､外憲に通款し内情を洩らすほどのこと
を何とも思はいこと当然なり。）」と書き、また同年六月二十六日付けの書簡には、「熊野は植物帯
半熱帯地のことゆえ古来神社に樟あり、これを神体とし来たりたるに候て、これを伐るは何となく神
の威厳を損じ候。」と書き送っている。「大山神社」のことと「樟（くすのき）」のことが熊楠にとっ
てどれほど重要であったかがよくわかる。こうして、熊楠は柳田國男に熊野地方の神社合祀反対に支
援を依頼するのだが、その訴えの最後は次のような短歌で結ばれている。
音にきく熊野機樟日（くまのくすひ）の大神も柳の影を頼むばかりぞ
このように、柳田國男の「影＝協力・支援」を頼みにしていたのである。
熊楠はつれづね周囲に、「小生畢生の事業の中心基礎店たる神林」と言っていたが、彼の「生態学」
というものは、"deepecology''というにとどまらない、コスモロジカル・エコロジーというべきも
のであった。
ここで、「神社合祀令」について、触れておこう。「神社合祀令」とは、明治三十九年（一九○五
年）十二月、西園寺内閣の内務大臣に原敬が就任した時に発布されたもので、神社は一町村一社を標
準とするという、きわめて単純な管理者的発想によるものであった。例外として、『延喜式』や『六
国史』などの古典に記述されている由緒ある神社やそれに準ずる格式のある神社、勅令によって祭る
神社、皇室の崇敬を受けた神社、武将や領主や藩主の崇敬していた神社、祭神がその祭地に功績や縁
故のある神社は、その対象外であった。
この「神社合祀令」のねらいは、神職もおらず財産も社地も持たない小さな神社では維持が困難で
かえって神威を落とすことになり、また民間に流行する迷信や淫祠邪教の温床となっているような小
社は良俗を乱すために解体整理し､伝統ある由緒正しく格式ある神社を維持発展せしめるというもの
であった。
この「神社合祀令」によって、神社合祀ないし神社整理がどのように進展したかというと、明治初
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年に総数が当時の自然村とほぼ同数の十八万余社あったものが、明治十二年に整備された『神社明細
帳』では十七万六千余社、明治三十九年の神社合祀督励直前の調査では十九万三千社、神社合祀令施
行後の明治四十四年には十一万余社となっている。
神社合祀は、特に、伊勢の神宮のある三重県と熊野三山のある和歌山県で励行され、三重県では五
五四七社あった神社が明治四十四年六月には九四二社に激減､和歌山県でも三七二一社(官国弊社四、
県社一○、郷社一四、村社六四○、無格社三○五三）あった神社が明治四十四年十一月には六百社に
まで激減している。ともに六分の一にまで減少しているのである。熊楠が合祀反対を繰り広げた「大
山神社」は、明治末年のこの時にはまだ延命していたが、大正二年に合祀されることになることは先
に記した通りである。
それでは、南方熊楠の神社合祀反対運動の論理とはいかなるものだったのだろうか？
明治四十二年九月三○日付けと一○月三日付けの『牟婁新報』に熊楠は、「楠見郡長に与る書①⑦」
と題する神社合祀反対論を寄稿している。これがもっとも早い時期の反対論となる｡そこで､熊楠は、
自身の海外遊学体験などを披歴しつつ、帰国後紀州の山地などで粘菌や植物の新発見をしたこと、と
りわけそれが田辺湾や近隣の神社の｢神林｣中から見出された新種であること、それゆえに神社の｢神
林神池」は「学術上至珍の品も霧」しい生命の宝庫であることを説き明かし、具体的には、糸田の猿
神様と御子の浜の神楽神社の二社で粘菌やリゾソレエアの新種を発見したことを挙げている。田辺湾
や龍神山などを持つこの地は、「新種珍品に富だること、土は本州に続きながら、境は終已に亜熱帯
の精を尽」しているまさに生命多様性の宝庫の土地柄であるから、「現状のままに保護」することが
必要だと主張している。
そして、「本郡の役人等、無茶苦茶に神社合祀合併の事をせき立て、五村辺は已に宮木一本ものこ
らず、追ひ追ひ当田辺湾に及んで、昨今急に其事を迫り、宮木を伐る評定所々に絶えず、折角数千万
年永続し来たりし生物にして、此果たして全国に遂行し得るか否か頗る疑はしき訓示の濫用のために
一たび跡を絶ぱ再び見るを得ざるの場合に及べる者の多きは、実に歎きても余りありといふくし。」
と述べ、「宮木」を伐ることが数千万年も永続してきた生命を絶滅させることだと力説している。
この時、多くの廃社となった神社の「宮木」は民間に払い下げられて伐採され、売り払われた。こ
のような利得目当ての「宮木」の伐採に「熊楠」はまったく我慢ならなかったのである。永続的に維
持されてきた地方の公共財がなし崩しに破壊されていく。そして、そのことが地方を根っこのところ
から交配させていく。
熊楠は続けて言う。「合祀全く終らば山頂の樹木追ひ追ひ濫伐され、神泉水絶て奇藻珍卉も枯れは
て、従て流水跡を減して、山下両村の岸崩れ出し、道路修復に霧しく迷惑することと思はる。」と。
このことは、二○一一年九月に台風一二号の集中豪雨の影響で、天の川、十津川、熊野川や勝浦川が
大氾濫し、山林も百数十ヶ所も深層崩壊するという大惨事を招いたことからも明らかである。森を守
ることが川や海や村や町を守ることにほかならないということの生態学的連鎖と因果関係的円環を、
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この当時、熊楠ほど切実に危機感を持って感じとっていた人はいないのではないか。
熊楠は、神社合祀反対運動を八つの論点を打ち出して展開した。明治四十五年二月九日付けの東京
帝国大学農学部教授白井光太郎宛ての書簡で次のように述べている。
「神社合祀は、第一に敬神思想を薄うし、第二、民の和融を妨げ、第三、地方の凋落を来たし、第
四、人情風俗を害し、第五、愛郷心と愛国心を減じ、第六、治安、民利を損じ、第七、史蹟、古伝を
亡ぼし、第八、学術上貴重の天然記念物を滅却す。」と。
実に、明噺・明確な反対論で、今でもこの論点はそのまま通用する。続けて、熊楠は、「当局はか
くまで百万に大害ある合祀を奨励して、一方には愛国心、敬神思想を鼓吹し、鋭意国家の日進を謀る
と称す。何ぞ下痢を停めんとて氷を喫（くら）ふに異ならん。かく神社を乱合し、神職を増置増給し
て神道を張り国民を感化せんとの言なれど、神職多くはその人にあらず。おおむね我利我欲の徒たる
は、上にしばしばいへるがごとし。国民の教化に何の効あるべき。」と述べる。
実は、明治政府は維新に当たり、「三条教憲」（三条教則とも教則三条ともいう）を国民教化運動
の旗印として掲げた。その第一条は、「敬神愛国の旨を体すべきこと」、第二条は「天理人道を明に
すべきこと」、第三条は「皇上を奉戴し朝旨を遵守せしむばきこと」である。その筆頭の国民教化目
標に「敬神愛国」が掲げられている。熊楠は、その明治政府の建前を逆手に取って、神社合祀は政府
が進めてきた「敬神」や「愛国」に逆行するどころか、それを破壊する政策であることを公的論理と
してぶちかます。熊楠は「敬神思想」の破壊的進行事例をこれでもかというほどに突き付けていく。
この熊楠の鋭く重量級のカウンターパンチを打ち返す論弁は政府当局にはなかった｡論争としては熊
楠の圧倒的な勝利であろう。
だが、政治というものは、論理的な正しさや整合性だけで進められるわけではない。さまざまな利
権のもたれ合いや権力の暴力的な行使によって進行することが少なくない。明治政府においても同じ
であった。
先の白井光太郎宛ての書簡では、熊楠は続けて、「わが国の神社、神林、池泉は、人民の心を清澄
にし、国恩のありがたきと、日本人は終始日本人として楽しんで世界に立つべき由来あるを、いかな
る無学無筆の輩にまでも円悟徹底せしむる結構至極の秘密儀軌たるにあらずや。加之（しかのみなら
ず）人民を融和せしめ、社交を助け、勝景を保存し、史蹟を重んぜしめ、天然記念物を保護する等、
無類無数の大功あり。」と述べている。
いかに、神社の森と泉や池が人々の心を清らかなものにするか、そしてそれが日本人としての誇り
やアイデンティティを基礎づける存在感覚であるか、すべての日本人に体感・体得できる存在価値、
それが美しい「神林、池泉」を持つ「鎮守の森」である。それこそが、人民融和と社交と景観および
史蹟保存と天然記念物保護などすべてを内含する「秘密儀軌」の聖なる場所だというのである。
この聖なる森の感覚は、いわゆる「環境問題」への認識以上の個別具体的かつ個別歴史的で、その
モチベーション自体がマンダラ的なつながりと深さを持っている。
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今現在、繰り返し読んでも、熊楠の神社合祀反対運動の論理はきわめて体系的かつ合理的に練り上
げられていて、見事に首尾一貫した戦略的な整合性がある。熊楠はこのように包括的､網羅的に、「神
社合祀」という行政的な強制的政策の非と欠陥を突くのである。
この時熊楠は、「エコロギー(ecology)」という言葉を使って、生命の宝庫としての神社の森（鎮
守の森）を護り、そのいわば社会運動を生態学的な生命研究と接合した。この点で、わたしは南方熊
楠を宮沢賢治と並んで、日本近代における「生態智」思想探究の先駆者と位置づけている。そして、
その両者ともに、「変態心理」を体験し、「変態心理学」に多大や興味と独自の心理学的野心を持っ
ていた。その［変態心理」は自然の深奥に参入していく時にいっそうその深みと輝きを持ち、次元転
換を成し遂げる。
熊楠は、神社の「神林、池泉」が持つ「いかなる無学無筆の輩にまでも円悟徹底せしむる結構至極
の秘密儀軌」の力を、別の言葉で、「神社の人民に及ぼす感化力は、これを述べんとするに言語杜絶
す。いわゆる『なにごとのおはしまつかは知らねども有難さにぞ涙こぽるる』ものなり」と言い換え
ている。わからなくてもわかる。言語的理解を超えたところで実現する非言語的・感覚象徴的・身体
的理解。そのような身体知や自然智がある。それをわたしは「生態智」と呼んでいる。
「生態智」とは、「自然と他者に対する深く慎ましい畏怖・畏敬の念に基づく、暮らしの中での鋭
敏な観察と経験によって練り上げられた、自然と人工との持続可能な創造的バランス維持システムの
技法と知恵」である。それは、熊楠の言う「神林、池泉」や「鎮守の森」や聖地や癒し空間や、古代
からのさまざまな生活文化のワザの中に保持されている。
熊楠が三年間住み着いた那智の山中などの「神林、池泉」を含む聖地は、「聖なるモノの示現する
ヌミノーゼ的な体験が引き起こされる場所」であり、そこには「生態智」的な知恵と力が宿っている
ので、祈りや祭りや籠りや参拝や神事やイニシエーションなどの儀礼や修行（瞑想・滝行・山岳践渉
等）が行われてきた。そのような場所は、太古の記憶を場所の記憶として蔵した聖なるものの出現地
である。また魂を異界へと飛ばし、つなぎ、浄化し、活性化するタマフリ・タマシヅメの力を持って
いる。
人間にとって、そこは、根源的ないのちと美と聖性に関わる宇宙的調和と神話的時間を感じとる場
処である。このような聖地は、「性地（エロス空間）にして政地（政治空間)」でもある。つまり、生
殖を含む生命力を喚起し、活性化するのみならず、人々の念や思いや信仰を集め、情報とエネルギー
の集積回路となる「性地」としての特性があるために、そこは政治的な統治や支配にとっても非常に
重要な場所、すなわち「政地」となってきた。そのような「生態智」を宿す「聖地」を21世紀の「霊
性のコモンズ（公共財)」として生かすことが求められているということを、わたしは『聖地感覚』
や『日本の聖地文化』の中で主張してきた。
熊楠は、そうした「生態智」概念の先達であり、彼の「野外博物館とは実は本邦の神林神池の二の
舞ならん」という発言など、間違いなく、「神林、池泉」に内包される「生態智」の洞察に基づいて
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いる。
実際に、熊楠は、「エコロギー」という語を何度か使用している。和歌山県知事川村竹治宛てた書
簡中には、「殖産用に栽培せる森林と異（かわ）り、千百年来斧近を入れざりし神林は、諸草木相互
の関係はなはだ密接錯雑致し、近ごろはエコロギーと申し、この相互の関係を研究する特種専門の学
問さえ出で来たりおることに御座候｡」とあり、また、柳田國男宛て書簡中にも、「昨今各国競うて
研究発表する植物棲態学ecologyを、熊野で見るべき非情の好模範島（神島のこと）」とある。この
「千百年来斧近を入れざりし神林は､諸草木相互の関係はなはだ密接錯雑致し」という熊楠の記述は、
まさに生命のミステリー場としての神社の森の生命精髄であった。そしてそれが、田辺湾に浮かぶ美
しい「神島」という「非情の好模範島」に典型化された。
千年年単位で樹を伐らずに護ってきた「神林」は、多様な草や木が相互に「密接錯雑」している。
つまり、エコロジカルな相互関係や円環性を持っている｡その典型が田辺湾に浮かぶ美しい島｢神島」
であると主張したのだ。グローバルな地球世界を護るためには、個別の各地域のローカルで小さな森
を守らなければならない。コミュニティの生産と消費、つまり地産地消の原点は、山・森（奥山・里
山）－野原一田畑一川一海の連環の中にある。「カミ」は小さな地域の森の細部に、個別具体に宿り
給う。その「カミ」の「敬神」感覚と思想を熊楠は生涯忘れることはなかった。「藤白王子の老樟木
の申し子」という自覚を彼は保持し続けたのである。
3，南方熊楠（一八六七～一九四一）と柳田國男（一八七五～一九六二）と出口王仁三郎（一八七一
～一九四八）と井上円了（一八五八～一九一九）の探究
一九一○年（明治四十三年）という年で輪切りにしてみると、この年、南方熊楠四十三歳、柳田國
男三十五歳、出口王仁三郎三十九歳、井上円了五十二歳であった。この中では、井上円了がもっとも
年長者で、南方熊楠、出口王仁三郎、柳田國男と続く3・
井上円了は、「明治の第二世代」という講演の中で、維新の大業を成し遂げた第一世代は嘉永年間
（一八四八～一八五四年）までに間に生まれた人で、それ以後、すなわち安政元年（一八五四年）か
ら後文久年間（一八六一～一八六四年）に生まれた人は明治の第二世代に属し、それ以降は明治第三
世代と主張している。安政五年（一八五八年）生まれの井上円了は、彼の説だと明治第二世代に属す
る。そして、江戸時代最後の慶應三年（一八六七年）生まれの南方熊楠は明治第三世代に属すること
になる。明治四年（一八七一年）生まれの出口王仁三郎も、明治八年（一八七五年）生まれの柳田國
男もほぼ明治第三世代に入れることができるであろう。
わたしは、時と場、時代の場所はあらゆる生命に決定的な制約を与えると考えるが、その観点から
3『井上円了・妖怪学全集』全六巻、柏書房、一九九九年
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いえば、各自の出身地や出自や時代の制約は当然あると思う。井上円了にとっては、奥羽越列藩同盟
の一国である越後国（新潟県）に生まれた明治第二世代で、しかも浄土真宗大谷派の寺に生まれたと
いう出自は生涯ついて回った彼の履歴書的刻印であった。それに対して、紀伊国（和歌山県･紀州藩・
徳川御三家）に生まれた明治第三世代であった南方熊楠はまったく異なる制約の中にいたと思う。だ
が、この二人に共通しているのは、「官」すなわち中央に対する反発と瀞持である。二人とも明治政
府の「官」に就くことはなかった。独自の「在野」を貫いた。それは、薩長同盟の「官」に対する|日
徳川幕藩体制の中での最後の砦の中にあった彼らの反骨精神でもあっただろう。
とりわけ、南方熊楠の中央政府の施策の「神社合祀令」に対する反対運動は、「紀州（熊野三山と
高野山を持つ「木州」）」の叛逆的精神性を顕著に示していると思う。彼らは共に敗れたる「国」の
敗残の地から出てきた明治第二・第三世代であった。そうした敗残の中で生き抜いた反骨の人々が新
たな活路を拓いたのが、教育・学問・文学・芸術・宗教、つまり広く文化の領域であった。大きく見
れば、井上円了も南方熊楠も出口王仁三郎もそのような位置に立っていた。
中でも、明治第二世代である井上円了は、明治維新を達成した明治第一世代が政治経済的に地なら
しをし、文明開化・殖産興業・富国強兵という近代国民国家路線を敷いた後の文化や教育や学術や宗
教の外殻（形式）とコンテンツ（内容）を作る時代的要請を持っていた。東京美術学校や日本美術院
の創設に寄与した文久二年（一八六三年）生まれの岡倉天心が同様である。実際、円了と天心はほぼ
同時期に東京大学文学部で学んでいる。
しかも、井上円了は越後長岡藩の浄土真宗大谷派慈光寺に生まれ、京都の東本願寺の教師学校に学
んだ後、その優秀さを買われて東京大学に派遣された。そのような時代的課題と使命と問題意識を
持った人物が、どのような人生を歩み、新たな世界を切り拓いていったか。円了は文明開化と伝統文
化・伝統宗教との接合点の中で、知の刷新を果たすことを第一の課題とした。それが井上円了にとっ
ての「哲学」であり、その応用編としての「妖怪学」ではなかったか。
明治二○年（一八八七年）に哲学館（東洋大学の前身）を創立した井上円了は、「妖怪学」という
一大体系の中に、「理学」も「医学」も「哲学（純正哲学)」も「心理学」も「宗教学」も「教育学」
も、すべてを体系的に位置づけている。
知られているように、円了は、「妖怪」を「物怪」と「心怪」とに分け、また「妖怪現象」を「自
然現象・人為現象・心理現象」として見ながら、「妖怪現象」の合理的説明を『妖怪学講義』の中で、
①理学部門、②医学部門、③純正哲学部門、④心理学部門、⑤宗教学部門、⑥教育学部門、⑦雑部門
として展開していった。この体系合理性は明治第二世代の大きな特徴ではないか。間口を広く取り、
大きな門構えの中で、万物をマッピングし、位置づける。だからこそ、この稀代の「妖怪学者」は、
実に啓蒙的な迷信的な妖怪撲滅を掲げる合理主義者でもあったのだ。
だが、この井上円了よりも少し後に生まれた明治第三世代の南方熊楠や出口王仁三郎や柳田國男は、
円了流の合理主義｢哲学｣や「心理学」には飽き足らず、それを一歩も二歩も深化させる「変態心理」
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や「幽霊」や「民俗」の研究に突き進んだ。熊楠にとってはその「変態心理学」は、熊野・那智の地
に根付いた「生態学」や「民俗学」と結びついた新たなる探究であった。そしてその探求の核心に彼
の生家の真義真言宗根来派という真言密教のコスモロジカルな世界観は大きな指針となり影響力を
持った。そしてその密教は、円了的合理性を内面突破する「大日如来の不思議」を内包していたので
ある。
南方熊楠は、明治四十四年三月二十一日付けの柳田國男宛て書簡（これが柳田宛ての最初の書簡で
ある）の中で、「小生、当県の俗吏等むやみに神社合祀を励行すること過重にして（三重県の外にか
かる励行の例なし)、一切の古社神林を濫伐するを憤り、英国より帰りて十年ばかり山間に閉居し動
植物学を専攻致し候も、もはや黙しおる時にあらずと考え、一昨年秋より蝿起してこれに抗議し、一
時は英国の学士会院等よりわが政府に抗議せしめんかと存じ候も、（中略）神社濫滅のため土俗学・
古物学上、また神林濫伐のため他日学術上非常に珍材料たるべき生物の影を止めず失せ果つるもの多
く、さて神職等、素餐飽坐して何のなすところなく、淫祀狐府驫の醜俗蜂起し候こと、実の学問のた
めにも国体のためにも憂うべき限りに有之候。（中略）また英国の雑誌に小生をあてこみに質問出で
候も、一向手がかりなく困りおり候一条は、死人の最も親しき親族が見るときF(しかばね）より血
出づると申す。このことなにか本邦の文書に載りたるものに有之候や。井上円了氏の『妖怪学講義』
など見ば手がかり有之べくと存じ候えども、その書手許になく困りおり候｡」と記している。という
ことは、間違いなく、先行研究として井上円了の『妖怪学講義』を意識し、参照していたのである。
そのことは、ロンドン滞在中の土宜法竜との書簡のやり取り中でも出てくる。「故に予は、真言で
古え行ないしまじない、祈祷、神通、呪誼、調伏等は、決して円了などのいうごとき無功比々火とし
て法螺ばかりのものと思わず。（『南方熊楠全集』第7巻)、「ただし前年、井上円了先生が妖怪学を立
てたと聞き、大英博物館で予は先生の講義の序文を述べ、なんと欧州にはまだ化け物の学問はなかろ
うがと威張ったが、ある人が『それそれ、お前の肘の辺りの常備参考架を見よ』と言うから、見てみ
ると、ずっと以前に出版した『妖怪学書籍総覧』といって､化け物学の一切の書籍の索引だったから、
日本人が気が付くことのほどは、大抵西洋ではすでに古臭くなっていると気付き、赤面して退いたこ
とがある。思うに西洋では、千里眼などは今日古臭くて、学者はもっぱら死の現象を研究する最中か
もしれない｡」
南方熊楠は井上円了の『妖怪学講義』を参照しつつ、その先の「秘密」に踏み込もうとした。その
ことは、平田篤胤に端を発するといえる「霊学」や「民俗学」の探究者であった出口王仁三郎や柳田
國男からの井上円了批判とも共通する視点と問題意識である。
明治二十九年（一八九六年)、二十五歳の上田喜三郎（後の出口王仁三郎）は精乳館を設立して搾
業販売業に乗り出すが、この頃、井上円了の妖怪学を研究し始めた。そのことが、明治三十七年（一
九○四年）に執筆された出口王仁三郎の『本教創世記』に次のように記されている。
「一先ず医学の研究を中止して、神道の方面より研究を始めんとし、東京哲学館より発行する井上円
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了氏の『妖怪学』を研究する事となれり。されど井上氏の説にては、一か所も余の満足する所と成ら
ざりしが、只其文中に、『妖怪学は仮怪を開きて真怪に入るの門路であるから、此の妖怪学を目標と
して真理の方面に向かって進まば、終に心天の中に智光の日月を仰ぎ、心海最も深き所に真如の月を
浮ぶるを得ん』とあるの一事であった。故に余は井上博士の『妖怪学』を以て足れりとせず、只参考
までに止めて置いて､他の方面に研究の弓を向けたのであったが､早くも明治三十年の一月であった。
／余の主眼とする所は、政教慣造の調和に在って、現世と幽界の親和を鼓吹せんとするので有る。暗
黒社会の燈台ならん事欲するのである｡」4．明らかにポスト円了妖怪学を志向しているのがわかる。
明治第三世代の最後の世代といえる柳田國男も同様であった。柳田國男は、明治三十八年（一九○
五年）に行なった講演記録「幽冥談」の中で、「僕は井上円了さんなどに対しては徹頭徹尾反対の意
を表せざるを得ないのである｡」とか、「井上円了さんなどは色々の理窟をつけているけれども、それ
は恐らく未来に改良さるべき学説であって、一方の不可思議説は百年二百年の後までも残るものであ
ろうと思う｡」（｢幽冥談」「新古文林」明治38年9月、『柳田國男集幽冥談』ちくま文庫）と述べて
いる。
また、戦後、昭和三十四年（一九五九年）に刊行した「妖怪談義』「自序」に次のように記してい
る。
「どうして今頃この様な本を出すのかと、不審に思ってくださる人のために、言って置きたいことが
幾つかあります。第一にはこれが私の最初の疑問、問へぱ必ず誰かヌ説明してくれるものと、あてに
して居たことの最初の失望でもあった事であります。私の二親は幸ひに、あの時代の田舎者の常とし
て、頭から抑へ付けようともせず、又笑ひに紛らしてしまおうとはしませんでした。ちょうど後半の
井上円了さんなどとは反対に、『私たちにもまだ本とうはわからぬのだ。気を付けて居たら今に少し
づ坐、わかって来るかも知れぬ』と答へて､その代わりに幾つかの似かよった話を聴かせられました。
平田（篤胤）先生の古今妖魅考を読んだのは、まだ少年の時代のことでしたが、あれではお寺の人た
ちが承知せぬだろうと思って、更に幾つもの天狗、狗賓に関する実話というものを、聴き集めて置こ
うと心がけました｡」5
柳田國男が幼少期から、父親の影響もあり、平田篤胤の『古今妖魅考』を読み解き、長じては井上
円了の『妖怪学講義』を批判的に読んでいたことも明らかであるが、柳田の場合も円了的な合理性に
収まり切らない不合理や非合理や「わからなさ－不思議」に、円了とは異なるもう一つのアプローチ
を仕掛けた。それが、柳田民俗学になっていく。柳田はその民俗学的な妖怪研究の目的を、「われわ
れの畏怖というものの、最も原始的な形はどんなものだったろうか。何がいかなる経路を通って、複
雑なる人間の誤りや戯れと、結どうすることになったでしょうか。幸か不幸か隣の大国から、久しき
にわたってさまざまの文化を借りておりましたけれども、それだけではまだ日本の天狗や川童、又は
4『本教創世記』の引用は、『出口王仁三郎著作集』第一巻に拠った。読売新聞社、一九七二年
5柳田國男『妖怪談義』講談社学術文庫、一九七七年
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幽霊などというものの本質を、解説することはできぬように思います。国が自ら識る能力を具える日
を、気永く待っているより他はないようであります｡」と述べている。
以上、ハレー彗星が到来した明治四十三年（一九一○年）を基軸としながら、南方熊楠を中心に、
井上円了や同時代の後続世代の妖怪研究について考察してみた。ここで論じ残した論点は、この時代
に輸入され、輪郭を露わにし始めた「心理学」が「生態学」や「民俗学」や「哲学」や「妖怪学」と
どのような緊張関係と影響相互関係の中で展開していったのかを跡づけることである。これについて
は、次の課題としておきたい。
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